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教授会用電子投票 シス テ ム の 開発
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要 旨

教授会で 行わ れ る 各種の 投票を電子投票 シ ス テ ム で 実現で き な い か と考 え ､ 試 み と して 開発 して み た シ ス テ

ム に つ い て 述 べ る ｡ 開発 した の は ､ パ ソ コ ン を 使 っ て 各自が ロ グイ ン を し､ 候補者 の リ ス トか ら選ん で 投票 を

行い ､ 最 後に 開票 の 集計結果を表示す る シ ス テ ム で あ る｡ 委員会の 選出の 方法 は多種類存在す る が､ そ れ らを

よ り 汎 用 的に 構築 し､ 選出方法に 変更が あ っ た場 合に も追従 し易い よ う に設計 した｡ 投票 の 匿名性 を確保 す る

た め に ア ク セ ス キ
ー も導入 した

｡
こ こ で は

､
プ ロ グラ ム 中身よ り も動作画面 や デ ー

タ ベ
ー ス の 構造 に つ い て 詳

しく述 べ る こ と に す る
｡ 今後は､ ○ × 方式 の 投票方式 に も対応 し､ 将来 的に は､ 携帯電話 か ら ア ク セ ス す る画

面も構築 して ､ よ り現実的な シ ス テ ム に す る こ と を 目指 して い る｡

1
.
は じめに

教授会で はさま ざまな投票が行われる｡ 現在は マ ー ク シ ー トリ ー ダ ー を用 い て集計を行な っ て い るが､

集計作業中は､ 担当者が審議 に加われな い だ けで なく､ 時として審議を中断し集計結果を待 つ こ ともあ

る｡
一

方､ 教授会の ぺ
- パ - レ ス 化 として ､ 教授会室に全席液晶モ ニ タを配備して は どうかと い う案も

あ る｡ 他学部で は､ 液晶モ ニ タが配備された教授会向き会議室 が存在し､ 教授会で ペ
ー パ ー が配られる

こ となく､ モ ニ タ上 の 資料を説明しながら会議が進行 して い る｡ そ の こ とを考えると､ 全席パ ソ コ ン が

配備されて ､ 各自が見た い ペ
ー

ジを参照 しながら会議が行なわれると い うの もあり得る形態で ある｡ そ

こ で ､ 全席パ ソ コ ン があ るならば､ 電子投票 シス テ ム を開発して ､ 各種委員会選挙な どをボタ ン操作で

一 瞬に して終わらせ て も良 い と考える｡ まず は各種委員会の 複雑な投票方式を実現す るに は どの ように

したら汎用 的に なるの かを設計し､ そ の 開発を試みた の で結果を報告す る｡

2
.
シ ス テ ム の概要

学部内の 教授会会出席者に と っ て は既知で は あるが､ 委員会選挙の 方式を説明す るとともに 開発 した

シ ス テ ム の 概要を述 べ る｡

2 . 1 選出の仕方

委員会選挙の 中に は ､ 講座 ごとに群に グル ー プ化 され､ 群 の 中から数名を選出す ると い う選出方法が

*
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あるo 投票者は所属する講座によ っ て ､ 群 に 分 けられるため ､ 所属す る群の 中か ら人選する こ とを行うo

講座数は 1 2 個程度､ 群は 3 個 程度､ 投票者は 1 0 0 名程度､ 選出数は群に よ っ て異 な るが 2 名程度を想

定して い る ｡ 群 の 数や講座 ごと の 群の 分け方は ､ 委員会に よ っ て異なる ｡

ま た ､ 被選挙者の 中に は ､ 他 の 仕事が多い 等の 理由に より､ そ の 人 へ の 投票はで きれば避 けて欲 し い

と い う こ とを示す考慮す べ き人が ある ｡ 考慮す べ き人は､ 学部長指名の 場合もあ る ( そ の 場合は学部長

指名と い う役職名を設 ける o ) が ､ セ ンタ ー 長や特定委員長 な ど役職で 指定され て い るo 他に ､ 被選翠

暑か ら除外さ れる ペ き役職も指定されて い る ｡ ま た､ 教授の み か ら選出する委員会もあ るo ( そ の 場合

は 除外され る職名を指定する｡ )

2 . 2 投票の 仕方

投票者は ア カ ウ ン ト名と パ ス ワ ー

ドを用 い て 個人ごと に ロ グイ ンす る o 投票済みで な けれ ば､ 投票両

面 へ 遷移し, 投票済み ならば､ ｢投票済み｣ が表示され る｡

投票は被選挙者の リス トか ら選択する方式で あるo リ ス トの 中は ､ ロ グイ ンす るた び に ラ ン ダ ム な順

番で並 ぶ が､ 考慮す べ き人は､ 後 の 方 へ 集め られ､ 除外する人は ､ 最後に集め られ て 表示される｡ ラ ン

ダ ム 順にす る の は安易な先頭行 へ の 投票を避ける た めで ある o リ ス トの 横 1 行は､ 左端から､ 表示記号､

I D 番号､ 所属講座名 ､ 職名､ 氏名 の 噸で 表示されて い る o 表示記号は ､ 考慮す べ き人､ 除外す べ き人

の 理由を示す◎等の 記号文字で ある｡ 考慮す べ き人 ､ 除外す べ き人に は 背景色も付けられて い る｡

投票ボタ ン とクリ ア ボタ ン と中止 ボタ ン がリス トの 下に あり､ 選出数よりも多く選択 しようとす ると

警告が出る ｡ 投票ボタ ン を押す と､ 選択 した 人がリス ト表示され､ そ の 下に確定ボタ ンと戻るボタ ン と

中止 ボタ ン が ある ｡ 確定ボタ ン を押す と､ 投票済み フ ラ グがセ ッ トされ投票済みとな るo こ の 時､ 乱数

を元 に発生 した アク セ ス キ ー が ロ グイ ン ご と に取得され ､ 投票表の 中に ア ク セ ス キ ー と選 択 した人の

I D 番号の み が記録される た め､ 誰が どこ へ 投票したか投票表からは見えなくなる ｡

白票を投じる に は ､ 選出数に満たない まま ､ 確定ボタ ン を押す｡ ま た, ロ グイ ン を行うと ロ グイ ン フ

ラ グか セ ッ トされ ､ 出席者数の 把握に 用い る Q

2 . 3 管理者機能

管理者専用 ペ ー ジか ら ロ グイ ン し､ 選挙す る委員会名を選択し投票準備ボタ ン を押す と, 投票集計表

の 群番号が セ ッ トされ ､ 得票数､ 選出順位もリ セ ッ トされる ｡ 投票表の 中の レ コ ー

ドも消去される ｡

委員会によ っ て ､ 投票で きな い 人か い る ため､ そ の 人 に は投票状態表の 投票不可フ ラ グ をセ ッ トし､

園 2 1 1 シ ス テ ム環境図
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投票開始ボタ ン を押す ｡ 投票開始ボタ ン を押す と､ ロ グイ ン フ ラ グ､ 投票済み フ ラ グの 数が
一 定時間ご

とに表示更新される ｡

投票時間終了後､ 開票ボタ ンを押す と､ 得票数と選出順位が算出されて ､ 画面に選出順に表示される｡

2
.
4 シ ス テム環境

シ ス テ ム は ､ L i n u x 上 A p a c h e ､ P H P ､ S q L i t e を 用 い て 構築した｡

3 .
シ ス テ ム画 面

3 . 1 投票者 ペ ー ジ

3 . 1 . 1 ロ グイ ン

h t t p :// サ
ー バ の I P ア ドレ ス/ v o t e /i n d e x . h t m l に アク セ ス する ｡

図 3 - 1 の ロ グイ ン画面が表示される｡

図 3
- 1 ロ グイ ン画面

ア カ ウ ン ト名と パ ス ワ ー

ドを入力 し､ [ ロ グイ ン] ボタ ン を押す ｡ 投票する権利があり､ 投票済みで

なければ､ 図3 - 2 の 投票画面に遷移する ｡

こ の とき､ 投票状態表の ロ グイ ン フ ラ グがセ ッ トされ ､ 出席者数の 把握に用 い られる ｡

また､ 投票済みならば､ 図3 - 3 の 画面が表示され､ 投票する権利がなけれ ば､ 図 3 - 4 の 画面が表示

さ れる｡

3 . 1 . 2 投票

図3 - 2 の ように ､ 自分の 名前､ 所属する講座名､ 群番号､ 選出数が表示される ｡

リ ス ト の 横 1 行は､ 左端から､ 表示記号､ I D 番号､ 所属講座名､ 職名､ 氏名の 順で 表示され て い る ｡

リ ス ト の 中は､ ロ グイ ンす るたびに ラ ン ダ ム な順番で並 ぶが ､ 考慮す べ き人は､ 後 の 方 へ 集められ ､

除外する人は､ 最後に集められて表示さ れる ｡ ラ ン ダ ム な順にする の は､ 安易な先頭行 へ の 投票を避け

る ためで ある ｡

こ の とき ､ 表示記号の 欄に
` `

×
' '

や
` `

▲
' '

が あり､ 背景色が灰色で ある被選挙者は､ 除外す べ き理由が

あるの で ､ そ の チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス に チ ェ ッ クする こ とは できな い ｡

ま た､ 表示記号の 欄に
"

◎
' '

や
"

★
"

があり､ 背景色が青色で ある被選挙者は､ 考慮す べ き理由が あ

り､ 投票は控えて もらい た い が､ 選択する こ とばできる ｡
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函3 - 2 投票画面 ( 上部)

あ7
L

i たはf蛋票済みです｡

図 3 - 3 投票済み の場合

あなたほ投票する権利がありませ ん｡

図 3 -

4 投票不可 の 場合

表示記号 l D 番一考 所属講座名 職 名 氏 名

匡l 82 9 埋寺斗教育 教授 壬里亭斗 三郎

⊂] 4 6 3 家政教育 教授 家政 花悪

国 1 9 Ll 理科教育 # !g 理事斗 花子

]
h:主 上r3 出., つ 女 l

r 臣 四 β[コ

⊂]
-
r T. m 5 Ti 1 ( 一 r丁■ r J 7 汀 ;玉 i L コ 訂~F1 [ F m -

要女学 プて郎

ム 居出 でき呑 弧 4 /t 3 でですo

O K

[コ 埋相 七郎

匡l 情鯨 次郎

[コ 情報 七郎

巨ー 9 4 7 理 村数育 助教授 理柑 六郎

□ 9 71 消重宝さ吉事斗学 助取手賢 消雪 花実

国 5 6 3 理事斗教育 教符 王封斗 四郎

[コ 6 1 9 教学教育 教授 早手 十手｢

図 3 - 5 選 出数を超え て選択 した場合

1 4 0 -
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囲 3 - 6 投票画面 (下部)

園 3 - 7 誰も選択して い ない場合

リ ス トか ら選 出数 ( こ こ で ほ 4 人) ま で 選択で きるが ､ 選 出数より も多く選択 しようとする と ､ 図

3 - 5 の よう に警告が出る o

選出数以内で選択した ら､ 園 3 - 6 の よう に [ 投票] ボタ ンを押す o

図 3 - 6 の [ ク リ ア] ボタ ン を押す と､ 今ま で に入れ て い た チ ェ ッ クボ ッ ク ス の チ ェ ッ ク がす べ て 外

れる ｡

ま た ､ [ 中止] ボタ ン を押すと ､ 投票を行わず に ロ グ ア ウ トす る ｡ 投票を行い た い の な ら, 再度 ロ グ

イ ンか らやり 直せ ばよい ｡ 但し､ 出席者数 を数え るた め ､ ロ グイ ン フ ラ グは リ セ ッ トされな い o

白票を投 じる に は ､ 選出数に満たない まま ､ [投票] ボタ ン を押す o

謹も選択して い ない 場合は､ 図 3 1 7 の 画面が表示される o

ま た ､ 誰か を選択して い る場合は ､ 図 3 - 8 の 画面が表示されるo

選択した人が 1) ス ト表示される の で ､ 変更がなければ [ 確定] ボタ ン を押すo

もう
一

度選 び直す場合は ､ [ 戻る] ボタ ン を押す ｡ すると､ 図 3 - 2 の 投票画面に 戻る ｡

ま た､ 図 3 - 7 ､ 図 3 - 8 の [ 中止] ボタ ン を押す と､ 投票を行わず に ロ グ ア ウ トする o 投票を行い た

い の なら､ 再度 ロ グイ ン からや り直せ ばよい o 但 し､ 出席者数を数え るた め , ロ グイ ン フ ラ グは リ セ ッ

トされ ない o

図 3 - 7 ､ 園 3 - 8 の [ 確定] ボタ ンを押すと ､ 図 3 - 9 の 画面が 表示さ れる o
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あf:i たが遺んだのほ

ⅠD 番号 所属講座名 職 名 氏 名

82 9 理科教育 戟 理科 三郎

45 7 情報教育 教授 情報 次郎

78 7 数学教育 教授 数学 太郎

白票:1 票

です
｡

これでよろしいですか ?

匡亘〕励

図 3 - 8 投票確認画面

f蛋票が完了しました ｡

図3 - 9 投票完了

投票状態表の 投票済みフ ラ グが セ ッ トされ ､ 投票済み となる ｡

こ の とき､ 乱数を元に発生 させた アクセ ス キ ー

が ロ グイ ン ごとに取得され､ 投票表の 中に アクセ ス キ ー

と選択した人の I D 番号の みが記録されるため､ 誰が どこ へ 投票 したか投票表からは見えなくなる｡

3 .
2 管理者専用ペ ー ジ

3 . 2 . 1 ロ グイ ン

h t t p :// サ
ー バ の I P ア ドレ ス/ v o t e / m i n d e x . h t m l に ア クセ ス する｡

図 3 -

1 0 の ロ グイ ン画面が表示される｡

ア カ ウ ン ト名と パ ス ワ ー

ドが正 しければ､ 図3 - 1 1 の 画面が表示される｡

3 . 2 . 2 投票準備

図3 - 1 1 の [委員会を選択] ボタ ン を押す と､ 図3 - 12 の 画面が表示される ｡

図3 - 12 の ように､ 人事委員会を選択し､ [投票準備] ボタンを押すと､ 図 3 - 13 の 画面が表示される｡

こ の とき､ 投票集計表の 群番号が セ ッ トされ ､ 得票数､ 選出順位もリ セ ッ トされる ｡ ま た､ 投票状態

表の レ コ
ー

ドもリ セ ッ トされる ｡ さ らに ､ 投票表の 中の レ コ ー

ドも消去され る ｡
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図 3 - 1 0 ロ グイ ン画面

図 3 - 1 1 管理者専用 メ イ ン ペ
ー

ジ

図 3 - 1 2 委員会の選択画面

委員会によ っ て ､ 投票でき ない 人か い るため､ そ の 人 に は投票状態表の 投票不可 フ ラ グをセ ッ トしな

ければならな い ｡

図 3 - 1 1 の [ 投票不可フ ラ グをセ ッ ト] を押す と､ 図 3 - 1 4 の 画面が表示され る｡

投票不可フ ラ グを セ ッ トする I D 番号を入力し､ [ セ ッ ト] ボタ ンを押す ｡

す ると ､ 存在す る I D 番号で あると , 園 3 - 15 の よう に表示される ｡

投票不可フ ラ グをセ ッ トした I D 番号は ､ セ ッ シ ョ ン を閉じるまで 表示 されるの で ､ フ ラ グをセ ッ ト

す べ き人が複数名い る場合で も確認 しなが ら人力で きるc

ー 4 3
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図 3
- 1 3 投票準備画面

図3 - 1 4 投票不可フ ラ グを セ ッ トする画面

図3 - 15 1D 番号が正 しい場合

3 .
2

.
3 投票開始

図 3 - 1 1 の [投票開始] ボタ ン を押す と､ 投票が開始され ､ 図3 - 1 6 の ような画面が表示される｡

投票時間の 間､ ロ グイ ン フ ラ グ､ 投票済み フ ラ グの 数が 一

定時間 ( こ こ で は 5 秒) ごと に表示更新さ

れる｡
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ただい ま人事委鼻蓋巾 選挙中です ｡

口
/

/
7

l

イン f蛋票済み

2 5 2 2

図 3
- 1 6 投票状況 の 表示

人事委貴会の連挙が終了しましたo

集計結果ですウ

群番号 Ⅰ⊂一番号 氏 名 講座名 職名 得票数

1 コ6了 国語 太郎 国語教育 教授 6

■ 82コ 英語 四郎 英語教育 助教授 5

1 6 5コ 国語 五郎 国語教育 助教授 5

■ 7 43 国語 四郎 国吉吾教育 教授 5

1 5 21 国語 六郎 国語教育 助教授 4

■ 1 了3 英語 三郎 英語教育 教授 3

■ 11 コ 社会 匹郎 手土妻帯斗孝史育 教授 3

■ 907 国吉吾 花子 国語教育 教授 コ

■ l $l 国吉吾 三郎 国語教育 教授 コ

1 コ1 コ 寺土蓋 花子 手土釜柑教育 教授 り

El

■ 94l 社会 次郎 社会相教育 教授 (
∠

■ 1 6コ 英語 花美 英語教育 講師 1

J
l

I
l
l- [.I Jコ = 壬7= T

_
7 コ ご壬 7= 放 出 肋 + 声司 一

図3
- 17 集計結果

3 .
2

.
4 開票

投票時間終了後､ 図 3 - 1 6 の [ 開票] ボタ ン ､ または､ 図 3 - 1 1 の [ 開票する] ボタ ンを押すと ､ 得

票数が集計され､ 選出順位が算出されて ､ 図 3 - 1 7 の よう に､ 群 ごと に得票数順 に表示される ｡

4 . デ
ー タ ベ ー ス の テ

ー ブル詳細

以下にテ
ー ブル を示す｡ ア ン ダ ー

ライ ンは主キ
ー

を示す｡

4 . 1 メ ン バ ー 表

教授会メ ン バ
ー

の 表で ある｡

m e m b e r テ ー ブ ル ( I D 番号､ 氏名､ 講座名､ 職名)

( 1) I D 番号 - 個人を特定するため の 番号｡ 3 桁 の 素数にな っ て い る ｡

(2) 氏名 - 教授会メ ン バ
ー

の氏名｡

(3) 講座名 - 所属する講座 の名前｡

- 4 5 -
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( 4) 職名 - 教授､ 講師等｡

4 . 2 役職名表

役職名は同じで も学部運営委員会委員の ように複数の 人が そ の 職に い る場合に は､ 複数 レ コ ー ド存在

する ｡

p o s t テ
ー ブ ル ( 役職名､ I D 番号)

( 1) 役職名 - 学部長 ､ セ ンタ ー 長等｡

(2) I D 番号 - そ の 役職に当 っ た人の I D 番号が入る ｡

4
. 3 考慮役職表

委員会 ごと の選出しな い ように考慮す べ き役職名を保持する表で ある｡

c a r e fu l p o s t ( 委員会名､ 役職名､ 表示記号)

( 1) 委員会名

(2) 役職名 - 役職名表の 中の 役職名と文字列
一

致する必要がある｡

( 3) 表示記号 - 投票画面の 選択リ ス ト内の 左端に表示する○や◎な どの 1 文字の 大きさ の 記号で ある ｡

4 . 4 除外役職表

委員会ごと の 選出候補から除外す べ き役職名を保持する表で ある ｡

e x c e p t p o s t ( 委員会名､ 役職名､ 表示記号)

( 1) 委員会名

(2) 役職名 - 役職名表の 中の 役職名と文字列 一 致する必要がある ｡

(3) 表示記号 - 投票画面の 選択リス ト内の 左端に表示する※や▲ な どの 1 文字 の 大きさ の記号で ある｡

4 . 5 除外職名表

委員会ごとの 選出候補から除外す べ き職名を保持する表で ある｡

e x c e
p
t
p
r o f e s ( 委員会名､ 職名)

( 1) 委員会名

(2) 職名 - 講師等｡

4 . 6 群分 け選択表

委員会ごとに群分け方法を指定する表で ある ｡ す べ て の 委員会用 の レ コ ー ドが必要で ある ｡ 群分け無

しの 場合も､ ｢ 群分け無し｣ を指定する ｡

g r o u p p a r t c h o i c e ( 委員会名､ 群分 けパ タ
ー

ン名)

( 1) 委員会名 - 人事委員会､ 学部運営委員会､ 教務委員会等｡

(2) 群分 けパ タ ー

ン 名 - ･ 群分けパ タ ー

ン A ､ 3 名選出群分け無し､ 4 名選出群分け無し等｡

4
.
7 群分 け表

各講座が､ 群分け パ タ ー

ン名 ごとに何群に属するかを指定す る表で ある｡ す べ て の 講座に つ い て ､ す

べ て の 群分けパ タ ー

ン名に対す る レ コ ー ドが必要で ある ｡

g r o u p p a r t ( 講座名､ 群分けパ タ ー ン名､ 群番号)

- 46 -
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( 2) 群分け パ タ ー

ン名 - ･群分け選択表の 群分けパ タ ー

ン名と文字列
一

致す る必要がある｡

( 3) 群番号 - 属する群の 番号｡ シ
ー

ケ ン シ ャ ル な識別番号で ある｡

4
.
8 選 出数表

各群から何人選出す るかを群分けパ タ ー

ン名 ごとに指定す る表で ある｡

ch o i c e n u m b e r ( 群分けパ タ ー

ン名､ 群番号､ 選出数)

( 1) 群分けパ タ ー

ン名 - 群分け選択表の 群分けパ タ ー

ン名と文字列 一 致する必要が ある ｡

( 2) 群番号

( 3) 選出数

4 . 9 投票表

実際に投票されたデ ー タが保存される表で ある｡ 管理者が投票準備ボタ ン を押すと､ こ の レ コ ー

ドは

消去される｡

v o t e ( ア クセ ス キ ー

､ I D 番号)

( 1) ア クセ ス キ ー - 乱数を元 に発生 したア クセ ス キ ー が ロ グイ ン ごと に取得さ れる｡ 誰が どの ア クセ

ス キ ー

を使用 したかは ､ 投票状態表の 投票済み フ ラ グを 1 に して い る時に は不明で ある｡

( 2) I D 番号 - 票が入 れられた人の I D 番号が入る ｡

4 . 10 投票集計表

メ ン バ ー ごとに何票の 票が入 っ たかがわかる集計された結果の 表で ある｡

v o t e t o t al ( I D 番号､ 群番号､ 得票数､ 選出順位)

( 1) I D 番号 - メ ン バ
ー

表 の I D 番号と同じ｡

( 2) 群番号 - 管理者が投票開始ボタ ン を押す とセ ッ トされる ｡

( 3) 得票数 - 管理者が開票ボタ ン を押下する と集計される ｡ 0 もあり｡

( 4) 選出順位 - 管理者が 開票ボタ ン を押下す ると算出される ｡

同じ得票数が あ っ た場合､ そ の 分､ こ の 値はス キ ッ プした値に なる ｡

4
.
11 投票状態表

投票済みで あるか を示す表で ある ｡

v o t e s t a t e ( I D 番号 ､ 投票不可フ ラ グ､ ロ グイ ン フ ラ グ､ 投票済み フ ラ グ)

( 1) I D 番号 - メ ン バ ー 表 の I D 番号と同じ｡

( 2) 投票不可フ ラ グ - 投票で きな い 人に は､ 管理者が 1 をセ ッ トする ｡

( 3) ロ グイ ン フ ラ グ
- 出席数を数えるた めの フ ラ グで あり､ 管理者が投票開始前にリセ ッ ト ( - 0) し､

投票者が ロ グイ ンするとセ ッ ト ( - 1) される ｡

( 4) 投票済み フ ラ グ - 管理者が投票開始前に リセ ッ ト ( - 0) し､ 投票者が確定ボタ ン を押下す るとセ ッ

トされる｡ 通常は 1 がセ ッ トされるが ､ デ バ ッ グ時にはア クセ ス キ ー が セ ッ トされる｡

4 . 12 パ ス ワ ー ド表

こ の シ ス テ ム に ロ グイ ン するため の ア カ ウ ン トを保持する表で ある｡

p a s s w o
r d ( ア カウ ン ト名､ パ ス ワ ー ド､ I D 番号)

( 1) ア カ ウ ン ト名

- 4 7 -
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( 2) パ ス ワ ー

ド
･ ･ ･

M D 5 で 暗号化 されて保存される｡

( 3) I D 番号 - メ ン バ ー 表 の I D 番号と同じ｡

4
.
13 管理者表

こ の シ ス テ ム の メ ン テ ナ ン ス をする人用 の ア カウ ン トを保持する表で ある ｡

m a n a g e r ( ア カ ウ ン ト名､ パ ス ワ
ー

ド)

( 1) ア カウ ン ト名

( 2) パ ス ワ ー

ド
-

M D 5 で 暗号化 されて保存される｡

5 . まと め

p H P を用 い て ､ さま ざまな選出の 仕方に対応できる委員会選挙向けの 電子投票シ ス テ ム を構築した ｡

電子投票 シス テ ム は ､ そ の 中の 作りを信用 して い た だい て か ら利用する必要が ある ｡ 特に ､ 誰が誰に投

票したか の 情報は不明とな っ て い る保証が い る ｡
一

方で ､ 開発中に はデバ ッ グ の た めに ､ 誰が誰に投票

した か､ 票に誤りが ない か の チ ェ ッ クが必要で ある ｡ そ こ で ､ 投票済み フ ラ グに アクセ ス キ
ー

を保存す

るか 1 を保存するか の 切替を行うこ と に よ っ て ､ 両者に対応しようと考えた ｡ 投票済み フ ラ グに アクセ

ス キ ー

を保存した場合､ 誤投票の 申請が あ っ た時に そ の 人の 投票分だけを取り消す こ とがで きると い う

メリ ッ トが ある ｡ 通常は､ 投票済み フ ラ グに 1 を保存する こ と に よ っ て ､ 誰が誰に投票したか の 情報を

保持せず に運用す べ き で はあるが ､ 利用者が ボタ ン操作を ミ ス して 意図しな い 投票をして しま っ た 場合

に ､ そ の 利用者分だ け取り消しが行えると い う の も運用上 は捨て がた い 魅力で はある ｡ 教授会と い う中

で運用する場合に は､ 誰が誰に投票したか デ ー

タ解析を しな い と い う信頼が得られれ ば､ 投票済み フ ラ

グに アク セ ス キ
ー

を保存すると い う運用 の 方が便利になるか もしれな い ｡

現在は ､ 委員会選挙向けの 機能部分だ けで ある の で ､ ○ × 方式による投票機能を加えて 利用価値を高

め､ 使 い 勝手の 面で もより改良を加え る必要が ある ｡ また ､ 現在は パ ソ コ ン から使用する シ ス テ ムで あ

る の で ､ 実運用 に向けて ､ 携帯電話か らも投票で きるよう にする こ とが今後の 課題で ある｡
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